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（特活）多文化センターまんまるあかし 

 

団体概要：兵庫県明石市を拠点にして、在住外国人の方の支

援や協働を中心に、国際理解、観光事業、通訳翻訳事業等の

事業を行い、共に生きる社会の実現を目指す 

事業名：外国人住民を情報弱者にしないための地域密着 

    型多言語情報発信事業 

助成額：150,000 円 

事業の実施内容 
 多言語（やさしい日本語、英語、中国語、ベトナム

語、タガログ語）で明石市の市政情報や地域情報の発信

を行った。活動メンバーは、やさしい日本語ボランティ

ア 5 名と事務局 3 名、またネイティブの翻訳者 6 名に翻

訳を依頼した。 
◇多言語（やさしい日本語・英語・中国語・タガログ語 
・ベトナム語）での情報発信の内容 
・発信内容は、「広報あかし」の中から、外国人に必要だ 
 と思われる情報を抜粋したものや、地域の情報などで 
 ホームページ、SNS などの Web 媒体と共に、団体所在 
 地と（公財）明石文化国際創生財団にて、紙媒体でも 

 発信した。 
・明石市市民生活局環境室収集事業課の協力を得て、ホ 
 ームページに、やさしい日本語で明石市のごみの出し 
 方の説明ページを作成した。 
・日本文化紹介のページを新設し、日本文化に馴染みの 
 ない外国人に、やさしい日本語で季節行事等を紹介し 
 た。 
・youtube まんまるあかしニュース配信/「広報あかし」 
 から記事をピックアップし、動画で配信した。（英語・ 
 中国語） 
【情報発信実績】  
※HP アドレス http://manmaru-akashi.com 
（トップページから各言語へ移動できます） 
◇広報あかし（ホームページ・Facebook・Instagram 
 への掲載） 
＊4 月 1 日号から 3 月 15 日号までの全 24 号のうち 
・やさしい日本語 24 回・中国語 22 回・英語 24 回  
・ベトナム語 24 回 ・タガログ 23 回 
◇地域情報/イベント情報 
・やさしい日本語 12 回 ・中国語 3 回 ・英語 15 回 
・ベトナム語 6 回 ・タガログ 1 回 
◇日本文化紹介 やさしい日本語 6 回  
「鯉のぼり」「七夕」「浴衣の歴史」「甲子園の高校野球」

「中秋の名月」「お正月の料理」 
◇Youtube 配信 ・英語 4 回 ・中国語 3 回 

事業の成果 
・本事業では、「広報あかし」の記事などから、特に地域 
 外国人住民に有益と思われる生活情報を提供した。例 

 として、明石市独自の「あかし 3 割おトク商品券」、 
 「明石市サポート利用券」などの情報を多言語で発信 
 しておりお得になる情報を届けることができた。記事 
 を見て購入方法の問合せがあるなど、地域経済活動へ 
 の効果があったものと考える。 
・コロナワクチンの接種、防犯、防災、年末年始の開業 
 医などの情報を多言語でお知らせし、安全、安心の提 
 供、防災意識の向上に役だつ場の提供などとともに、 
 外国人住民の地域参加も促すことができたと考える。 
・明石市のごみの出し方の説明をやさしい日本語で掲載 
 したり、年末年始のごみ収集の記事などを多言語発信 
 したりしており、街の美化、リサイクルによる健全な 
 環境の維持などに役立っている。 

今後の課題 
◆スピーディーな情報発信 
・情報発信はスピードが命だが、原文からやさしい日本 
 語に訳し、やさしい日本語から各言語への翻訳作業を 
 進めるにあたって、タイムラグが生まれる。できるだ 
 け遅滞なく届けたいが、ボランティアの手によるもの 
 であること、専業の翻訳者ではないということもあり 
 スピードアップが難しい。また、登録者が少ない言語 
 では作業分担ができず、翻訳者一人にかかる負担が大 
 きくなってしまい、更新のタイミングに開きができて 
 しまう。今後は登録翻訳者の人数も増やし、作業効率 
 をあげられるように、一連の流れを整理していきたい。 
◆動画による発信 
・動画制作は、撮影や編集が大変なわりに、ニュースと 
 いう形で長尺を UP しても、中々見てもらえない。費用 
 対効果を考えて、明石についてお知らせするような 1 分 
 動画などを Instagram に更新する方法に変更していくつ 
 もりである。 

この事業を通じて良かったことのエピソード 
 子ども連れで遊べるスポットがわからなかったが、当

法人の HP を見て家の近くに大きな公園ができたことを知

ったそうで、遊具もたくさんあり、お気に入りのスポッ

トになったと教えてくれた。  

寄付者へのメッセージ 
 日本語を読めない外国人にとって、私達の多言語での

情報発信は生活を豊かにするお手伝いになっていると考

えています。私

達のような草の

根の活動にご支

援をいただき、

ありがたく思っ

ております。 

  


